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 1 章では、結晶特性とその制御について現状を述べている。 
 2 章では、濾過性に優れた均一で大きな結晶を得るために、晶析中に微結晶を優先的に溶解除去す
る新規な機構を備えたウォールウェッター（Wall Wetter™ /Double-deck Jacket (WWDJ)）晶析装
置を提案している。まず、晶析温度を制御するための化学工学的検討を行った後、グリシンの結晶化
を行い、微結晶が少なく均一で大きな結晶を容易に製造できること、晶析温度を適切に制御すること
によって効率的にグリシンの安定多形（形）を製造できること、さらに純度向上にも有効であるこ
とを明らかにしている。 
 3 章では、高速撹拌機を備えたミリリットルスケールの連続式晶析装置を新規に提案し、グリシン
と L-アラニンの微結晶を製造する目的で、貧溶媒晶析を行った結果について述べている。いずれも、
従来型晶析装置に比べて格段に小さく均一な結晶を得ている。また、本晶析装置では秒スケールの平
均滞留時間を実現できるため、安定多形への溶媒媒介転移を抑えて不安定多形を回収する操作にも適
用できることを明らかにしている。 
 4 章では、難溶性医薬の溶解性を高める目的で微結晶製造について検討し、イブプロフェンを例に
とって、溶液へのマイクロ波照射を伴う冷却晶析を試みている。溶液にマイクロ波を照射して極性基
を振動させると核発生が抑制されることを見出し、それを利用して通常では実現不可能な高過飽和を
達成するとともに、そこから粒径分布が狭い微結晶を析出させることに成功している。 
 以上の研究成果は、結晶特性の高度な制御法の確立に寄与するとともに、晶析工学の進展に資する
こと大である。よって本論文の著者は博士(工学)の学位を受ける資格を有すると認める。 
